
第 4 学年図画工作指導案 
 

小学校  

図工専科 圓田牧子 

 

１.題材名「ネームスタンプをつくろう」 

２.題材の目標 

・３D－CAD の機能や３D プリンターについて興味関心をもち、CAD を活用しながら自分の考えを表現しよ

うとしている。 

・形の組み合わせを工夫することで、思い通りの形にできるよう順序立てて考えることができる。 

 

３．題材の評価基準 

 造形への関心・意

欲・態度 

発想・構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

題材

の評

価基

準 

３D―CAD の機能や

３Dプリンターにつ

いて興味関心をもと

うとしている。 
 

３D－CAD で作成でき

る形の特徴をとらえ

てスタンプの形を考

えている。 

・３D―CAD の機能

を活用し、思いの

ままに作図してい

る。 

・自分の作品や友達の

作品から、発想の違い

や作り方の面白さを感

じとっている。 

 

 

４．題材について 
・ 情報活用能力の育成として 

「思考力・判断力・表現力」に特化した題材である。児童は日頃、タブレット内のプログラミングソフトを

活用し、順序立てて考える力をのばしている。今回の CAD を用いたプログラミングでは、立体図形を変形・

回転・合成（足し算、引き算、重なり）を用いたプログラミング的思考、論理的思考が求められる。スター

トからゴールまでの効率の良い道筋を考える思考ではなく、形状を自分のイメージした通りに作成してい

く。多面的な資質能力の育成を期待している。 

 

・ 図画工作科として 

自分の想像した形を CAD で作成し、3Dプリンターで成形する題材である。児童は試行錯誤しながら、自分の

ねらいとした形に近づける為に何度も図を設計できる。粘土等も可塑性があり、試行錯誤しながら成形でき

る材料ではある。しかし、自分のイメージを表現するには手先の技術が必要だ。同様に 3D プリンターを用

いた成形には CAD ソフトの操作性を学ぶ必要はあるが、成形は 3D プリンターが行う。児童が試行錯誤しな

がら、自分のイメージを思いのままに創造する活動になることを期待している。 

 

５．研究主題に迫るための指導の工夫 

・ スタンプの名前部分を一斉指導で作成することで、3Dプリンターで作成できる形の特徴をつかませる。 

・操作方法をワークシートや板書でいつでも確認できるようにする。 

 

６．題材の指導計画 

 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 

第

１

次 

１

・

２ 

CAD の使い方をつかむ。 3D プリンターでの成形に意欲をもたせる。 

操作方法を示し、児童がいつでも確認できる環

境とする 

第

２

次 

３

・

４ 

CAD を使って思い通りの形を作ることができる。 ワークシートを基に児童の思いを聞き取り、設

計に必要な操作を指導する。 

 

 



７．本時計画 

（１）本時の目標 

 ３D－CAD の機能や３D プリンターについて興味関心をもち、CAD を活用しながら自分の考えを表現しよ

うとしている。 

 

（２）本地の指導計画 

 

時数 ○学習活動 ◎指導上の留意点◆評価 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 
○ 3D プリンターで作成されている既

製品を知る。 

 

 

 

○ 3D プリンターでスタンプが作られ

る様子を見る。 

 

○ CAD「作ってみよう」の基本的な操

作方法や、データの保存方法を知

る。 

 

 

 

○ スタンプのアイディアスケッチを

する。 

 

○ 名前を引き算で作る。 

 

 

 

○ スタンプを作る。 

 

 

 

 

 

○ 本時の友人の活動を知る。 

◎ 電子黒板で、3D プリンターで作成された家や義足、引き

算や合成を用いて複雑な細工がされたオブジェ等を見せ児

童の意欲へ繋げる。 

 

 

 

 

 

◎ 前もって実際に３Ｄプリンターに印刷をかけておき、児

童が印刷の様子を見ることができるようにしておく。 

 

◎ 教師用のタブレットの操作を書画カメラで撮影し、電子

黒板に投影する。 

◎ 操作の一部を事前に画面保存しておき、印刷したものを

黒板に掲示し、児童がいつでも確認できるようにする。 

 

 

◎ CAD 操作でわかったことをもとに、スタンプのアイディ

アスケッチをするよう促す。 

◆発想・構想の能力（観察・ワークシート） 

◎ 名前の形を引き算で作る方法を、教師用のタブレットの

操作を書画カメラで撮影し、電子黒板に投影する。 

 

 

◎ 試行錯誤しながらスタンプを作るよう促す。 

◆ 創造的な技能（観察・作品） 

◎ワークシートを基に児童の思いを聞き取り、設計に必要な

操作を指導する。 

 

 

◎児童の本時の作品を電子黒板に投影する。また、どんな機

能を使ったのか、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3D で形を作る方法をつかもう。 



（３）板書計画 

 

（４）ワークシート 

表 

 
 

裏 

 

3D プリンターでオリジナルスタンプを作ってみよう。 

めあて 3D で形を作る方法をつかもう。 

 
道具 

材

料 


